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助成活
動名 

奉還町商店街における岡山に住む外国人のためのユースワーク事業 

助成額   1000000   円 

活動内
容 

目的 

外国由来の子ども若者支援において、教育行政は日本語指導および学習支援の 
ボランティアを学校に派遣しているが、あくまで学校生活の不自由を解消する 
点にあり、対象者の放課後の時間、およびキャリア形成までカバーできている 
とは言い難い。一方、教育的視点での支援の場合、目の前の生活救援だけでなく、
自立のための教育的アプローチが求められる。この目標の実現のため、狭い意味で
の社会的問題設定だけでなく生活実践の日常的な問題も対象とする必要性がある。
そのために既存の社会福祉サービスに結び付ける「社会福祉援助活動」と今置かれ
ている状況を改善に向かう力を社会全体で底上げする「社会教育」を同時に行う
「総合社会活動」の視点で行うことを活動の指針としている。当団体では、中高生
世代への支援の目指すべき姿として「自分らしく生きること」が妨げられている状
態にいる人に対し、そこに向かうため、ユニバーサル・アプローチの視点で伴走し
ている。既存の支援の仕組みとは異なる新しい手法で実施するために当事業を行
う。 

内容 

①支援者による支援ニーズの洗い出し…日本語学校、留学生支援、橋本財団職員な
どで集まり外国人に対する支援ニーズの情報交換を行った。（2022.4.30） 
②多文化交流イベント…多国籍な参加者と共に、テーマ設定した国の文化交流ワー
クショップを開催した。 
 ・中国書道ワークショップ（2022.5.14） 
 ・ミャンマー文化の紹介とワークショップ（2022.6.25、7.23） 
 ・中国漢服文化の紹介とワークショップ（2022.10.22） 
 ・韓国ハングル文化の紹介とワークショップ（2022.12.24） 
 ・日本の俳句の紹介とワークショップ（2023.1.23） 
 ・アメリカの食文化の紹介とワークショップ（2023.3.25） 
③学習支援…中国・サウジアラビア・トルコの子どもに対して学習支援を行う 
 （2023.1～3） 
④外国由来の中学生に対する高校入試個別指導（2023.1～2） 
 ボリビア人、来日 2 か月の帰国子女に対し、公立高校受験のための面接指導など
を行う。 
 

成果 

①参加者 16 名 岡山市内における外国人支援に関心のある人・団体との横のつなが
りが生まれた。 
②６回の参加者 30 名 テーマとして扱った国と日本という２国間交流ではなく、
３・４か国以上の参加者との交流ができた 
③３カ月間で 12 回開催 のべ 14 人の参加者 日本語を母語としない子どもに対して



日本語で授業行う学校の宿題への取り組み指導を行った。 
④ボリビア国籍を持つ公立中学生に対し、公立普通科高校の受験対策、とくに面接
指導を行った。来日２カ月の帰国子女のケースでは、日本語スキルが低い状態での
高校入試はハードルが高く、特別推薦入試は不合格、のちの一般重視で合格するこ
とができた。 
【新聞掲載】 
2022 年 4 月 24 日 山陽新聞朝刊「日本語や友人問題で悩み外国籍の子らに居場所
を催し計画、30 日意見交換会」 
2022 年 5 月 15 日 山陽新聞朝刊「中国の書・絵を学ぶ岡山 SGSG で多文化交流始
まる 
2023 年１月 11 日 山陽新聞朝刊「日本語不慣れな児童生徒対象無料の学習塾始め
る」 
 

今後の
課題と
対応策 

課題①一番は支援対象者に出会うことの難しさであった。チラシを作成しても公立小中学校ではな
かなか案内をしてもらえなかった。 
課題②③国際交流は月に一度の開催、学習支援も週に一度のみの開催のため、支援対象者が限定的
な開所日に合わせないといけない状態で「行きたくても開催日と都合が合わない」というケースが
あった。 
課題④県立高校における帰国子女枠の入試において、合格基準の指針を県教委および該当高校に問
い合わせたが具体的な回答を得られず、有効な対策がとれず不合格、その後、岡山市立高校に受け
入れ相談を行い、合格することができた。 
 
対応策①生徒対象のチラシ配布ではなく、ポスター掲示や教員対象の案内であれば学校への告知ハ
ードルは下がると思われる。 
対応策②③理想は「いつでも開いている状態」であるので、予算が確保できれば、利用者の多少に
かかわらず、「開ける」状態を維持していきたい。 
対応策④受験校を決める段階で、岡山市立高校のように受け入れ可能性の高い学校と事前にコンタ
クトをとっておくよう準備をしていくことが必要。 
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支援者情報交換会の様子（2022.4.30） 
 
 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多文化交流イベント（2023.1.23） 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習支援の様子（2023.1） 

 

 

 



高校入試対策指導の様子（2023.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


